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　皆様には、平素より私ども宮崎太陽銀行をお引立ていただき

まして、誠にありがとうございます。 

　このたび、平成22年3月期のミニ・ディスクロージャー誌を

作成致しました。当行の業績や決算内容、中期経営計画、地域

密着型金融推進の取組み状況、社会貢献活動等について、でき

るだけわかりやすく紹介させていただいております。ご高覧の

うえ、ご理解を賜れば幸いに存じます。 

　当行はこれからも地域社会の繁栄のため、より質の高い金融

商品・サービスの提供に努めてまいりますので、今後とも一層

のご愛顧を賜りますよう、心よりお願い申し上げます。 

取締役頭取 

ごあいさつ  

2 0 1 0

表紙／都井岬 御崎馬（串間市） 
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昭和16年（1941年）8月1日 

宮崎市広島2丁目1番31号 

122億52百万円 

5,372億円 

3,965億円 

53ヵ店（うち1ヵ店は出張所） 

72ヵ所（共同出張所を含む） 

720名 

【 当行が目指す銀行像 】 【 経営理念 】 

【 宮崎太陽銀行の概要 】 【 役　　員 】 

日進月歩の伸展 

地域社会の繁栄 

生活文化の向上 お客様から 

選ばれ続ける 

銀行 

信頼性の 

高い銀行 

健全で 

収益力の 

強い銀行 

豊かな地域 

づくりに 

貢献する銀行 

（平成22年3月末現在） 

創 立  

本 店  

資 本 金  

預 金 残 高  

貸 出 金 残 高  

店 舗 数  

店舗外ATMコーナー 

行 員 数  

取締役頭取（代表取締役） 

専 務 取 締 役  

専 務 取 締 役  

取 締 役（ 人 事 部 長 ） 

取 締 役（ 監 査 部 長 ） 

取締役（営業推進部長） 

取締役（本店営業部長） 

取 締 役（ 審 査 部 長 ） 

常 勤 監 査 役  

監 査 役  

監 査 役  

宮 田 穂 積  

比江島　昌　信 

川 崎 新 一  

中 瀬 達 朗  

船 間 文 宣  

中 原 直 樹  

山 崎 隆 夫  

河 野 文 一  

林 田 洋 二  

海 保 　 寛  

安 田 天 祥  
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　貸出金については、資金需要の低迷等に

より、前年同期比で個人・中小企業向け貸

出が78億円減少(△2.35％)したものの、

地方公共団体等向け貸出が162億円増加

(+28.98％)し、全体では83億円増加

(+2 .14％)して、当期末貸出残高は

3,965億円となりました。 

3,965

（81.8） 
  3,244

18年3月 19年3月 20年3月 21年3月 22年3月 

■ 貸出金残高の推移 （単位・億円） 

19年3月末 20年3月末 21年3月末 22年3月末 

■ 消費者ローン・住宅ローン貸出残高の推移 

住宅ローン 
残高 

1,030億円 
（26.6％） 

消費者ローン残高 
137億円（3.5％） 

住宅ローン残高 
1,167億円 
（30.1％） 

住宅ローン 
残高 

1,036億円 
（26.1％） 

消費者ローン残高 
137億円（3.5％） 

住宅ローン残高 
1,173億円 
（29.6％） 

3,965億円 
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5,405

3,973

1,091

313

28

5,372

3,933

1,110

304

25

18年3月 19年3月 20年3月 21年3月 22年3月 

　預金につきましては、前年同期比で法人預金

が19億円(+1.74％)増加したものの、個人・公

金預金が49億円減少(△1.14％)し、全体では

33億円減少(△0.61％)して、当期末預金残高

は5,372億円となりました。 
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18年3月 19年3月 20年3月 21年3月 22年3月 

　預り資産は、個人年金保険や一時払終身保

険の需要の高まりを受けて、保険が前年同期

比75億円増加(＋78.95％)したほか、投資

信託が35億円(＋22.01％)、公共債が19億

円(＋5.22％)の増加して、預り資産全体の当

期末残高は129億円増加(＋20.87％)の

747億円となりました。 
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■ 地域別貸出金残高（平成22年3月末） 

合計 
3,965億円 
（100.0％） 

宮崎市 
（含む、 田野・清武地区） 

2,270億円 
（57.2％） 延岡・日向地区 

534億円 
（13.5％） 

都城地区 
458億円 
（11.6％） 

西都・児湯地区 
140億円 
（3.5％） 

日南地区 
100億円 
（2.5％） 

県外 
463億円 
（11.7％） 

■ 宮崎県内における貸出金シェア（平成22年3月末） 

県内民間金融機関 
合計 

1兆8,808億円 
（100.0％） 

都・地銀 
1兆2,898億円 
（68.6％） 

当行 
3,502億円 
（18.6％） 

信用金庫 
2,180億円 
（11.6％） 

当行除く第二地銀 
138億円 
（0.7％） 

信用組合 
90億円 
（0.5％） 

■ 地域別預金残高（平成22年3月末） 

合計 
5,372億円 
（100.0％） 宮崎市 

（含む、 田野・清武地区） 
2,672億円 
（49.7％） 

延岡・日向地区 
901億円 
（16.8％） 

都城地区 
757億円 
（14.1％） 

西都・児湯地区 
349億円 
（6.5％） 

日南地区 
225億円 
（4.2％） 県外 

468億円 
（8.7％） 

■ 宮崎県内における預金シェア（平成22年3月末） 

県内民間金融機関 
合計 

2兆9,156億円 
（100.0％） 

都・地銀 
1兆9,358億円 
（66.4％） 

当行 
4,904億円 
（16.8％） 

信用金庫 
4,573億円 
（15.7％） 

当行除く第二地銀 
179億円 
（0.6％） 

信用組合 
142億円 
（0.5％） 
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　資産の健全化を目的に、将来発生が予想されるリ

スクを極力排除し安定的な財務基盤を構築するた

め、有価証券の減損処理と予防的不良債権処理を積

極的に行ったことにより、経常損失70億円、当期純

損失83億29百万円を計上することとなりました。 

7.47

8.93

18年3月 19年3月 20年3月 21年3月 22年3月 

　自己資本比率は、国の資本参加による資本増強

を行ったこと等により、平成21年3月末比1.46ポ

イント上昇し、8.93％となりました。 



不良債権の状況 

■正常債権…正常債権とは、債務者の財政状況及び経営成績に特に問題がないものとして、下記の3区分に掲げる債権以外の
ものに区分される債権をいいます。 

■要管理債権…要管理債権とは、3ヵ月以上延滞債権及び貸出条件緩和債権をいいます。 

■危険債権…危険債権とは、債務者が経営破綻の状態には至っていないが、財務状態及び経営成績が悪化し、契約に従った債権
の元本の回収及び利息の受取りができない可能性の高い債権をいいます。 

■破産更生債権及びこれらに準ずる債権…破産更生債権及びこれらに準ずる債権とは、破産手続開始、更生手続開始、再生手続
開始の申立て等の事由により経営破綻に陥っている債務者に対する債権及びこれらに準ずる債権をいいます。 

総与信 
4,003億円 

188億円 

20年3月 22年3月 21年3月 

不良債権（②＋③＋④） 150億円 

3.78％ 4.71％ 

143億円 

3.65％ 総与信に占める割合（不良債権比率） 

②要管理債権21億円（0.5％） 

③危険債権119億円（3.0％） ④破産更生債権及び 
　これらに準ずる債権48億円（1.2％） 

①正常債権 
3,815億円 
 （95.3％） 

　不良債権については、経営の重要な課題としてとらえ、厳格な審査と管理により資産の健全化に積極的に取り組んでおります。 

　金融再生法に基づき債務者の財産状況、経営成績などを基礎として「破産更生債権及びこれらに準ずる債権」「危険債権」

「要管理債権」「正常債権」に区分し、資産の査定を下記のとおり開示しております。当行の不良債権額は「④破産更生債権及

びこれらに準ずる債権48億円」「③危険債権119億円」「②要管理債権21億円」の合計188億円となっております。この不

良債権額を貸出金ほか与信総額で割った不良債権比率は4.71％となっております。 

不
良
債
権
の
状
況
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個別貸倒引当金対象債権情報 

　銀行では、貸出金がどうしても回収できなかった場合に備えて、あらかじめ貸倒引当金という積立をし

ております。 

　当行では、平成22年3月末で貸出金の回収に懸念のある左頁「④破産更生債権及びこれらに準ずる債

権48億円」「③危険債権119億円」合計167億円の不良債権に対し、60.39％という引当率となってお

ります。 

　また、この回収に懸念のある債権は、全部が回収不能となるわけではなく、健全な経営内容に改善すべ

くお客さまと一緒に努力し、経営改善を果たす取引先もあることから、現時点では、適切な引当率と考えて

おります。 

■破綻懸念先…破綻懸念先とは、現状、経営破綻の状況にはないが、経営難の状態にあり、経営改善計画等の進捗状況が芳しく
なく、今後、経営破綻に陥る可能性が大きいと認められる債務者をいいます。 

■実質破綻先…実質破綻先とは、法的・形式的な経営破綻の事実は発生していないものの、深刻な経営難の状態にあり、再建の
見通しがない状況にあると認められるなど実質的に経営破綻に陥っている債務者をいいます。 

■破綻先…破綻先とは、法的・形式的な経営破綻の事実が発生している先をいい、例えば、破産、清算、会社整理、会社更生、再生
手続、手形交換所の取引停止処分等の事由により経営破綻に陥っている債務者をいいます。 

11,910 

5,160 

6,749 

3,599

破綻懸念先 

③危険債権 

3,664 

2,702 

962 

962 

 

実質破綻先 

1,155 

914 

240 

240

16,729 

8,777 

7,952 

4,802 

 

破綻先 
計 

④破産更生債権及びこれらに準ずる債権 

貸出金等の残高 

担保等による保全額 

回収懸念額（A－B） 

個別貸倒引当金残高 

引当率　D/C

A 

B 

C 

D

■ 個別貸倒引当金対象債権情報 （単位：百万円） 

56.33％ 100.00％ 100.00％ 60.39％ 
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中期経営計画 

Ⅰ . 現状の課題に対する取組み強化 ～４つの戦略～ 

収益力の強化 

営業推進戦略 

人財力の強化 

人事戦略 

健全力の強化 

リスク管理戦略 

組織力の強化 

業務構築戦略 

Ⅱ . コーポレートガバナンスの強化 

業務執行に 
対する監査又は 
監督の体制の強化 

情報開示の充実 

経営に対する評価の 
客観性の確保 

経営管理に係る 
体制の強化 

Ⅲ . 地域密着型金融推進の取組み強化 

ライフサイクルに 
応じた取引先企業の 
支援の一層の強化 

地域の情報集積を 
活用した持続可能な 
地域経済への貢献 

中小企業に適した 
資金供給手法の 

徹底 

Brushup!!  スキルの向上 

①お客様から選ばれ続ける銀行　②信頼性の高い銀行　③健全で収益力の強い銀行　④豊かな地域づくりに貢献する銀行 

名　称 ： Ｂｒｕｓｈｕｐ Ｐｒｏｊｅｃｔ（ブラッシュアップ･プロジェクト）　期　間 ： 平成22年4月1日～平成24年3月31日 

◎　中期経営計画と経営強化計画の一体的な取組みを推進し、中小規模事業者等に対する信用供与の円滑
化と、当行の財務基盤の安定および収益力の強化によって、地域金融仲介機能をより一層発揮していきま
す。 
◎　中小規模事業者等に対する信用供与の円滑化を実現するため、中小規模事業者等向け信用供与の残高
及び貸出先数の増加を図っていきます。 
　　また、目利き能力やコンサルティング能力の向上に努め、地域密着型金融のさらなる推進によって、取引
先企業の経営改善支援に積極的に取り組んでいきます。 
◎　当行の財務基盤の安定および収益力の強化を図り、コア業務純益および業務粗利益経費率の改善を進
めます。 
◎　経営意思決定の迅速化・機動性向上、経営監督機能の強化など、適切なコーポレート・ガバナンスが行わ
れる組織及び企業風土構築に取り組んでいきます。 

地域金融仲介機能の発揮 

当行が目指す銀行像 

Ⅰ． 中小規模事業者等に対する信用供与の円滑化 Ⅱ． 財務基盤の安定および収益力の強化 

中期経営計画の名称と期間 

基本方針 

2010
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地域密着型金融推進の取組み 

◆経営改善支援対象先の選定及び支援方針策定と、本部・営業店一体となった管理を推進。 
◆「経営セミナー」４回、「経営者相談会」1回開催（年間）。 
◆業務提携先との同行訪問によるお取引先企業へのＩＳＯやプライバシーマーク取得に関する情報提供
活動実施。 

◆宮崎県中小企業再生支援協議会との連携による地元企業の再生事案対応実施。 
◆日本政策投資銀行をはじめとする政府系金融機関等との相互訪問を実施。 
◆ 第二地方銀行主催「再生支援能力強化研修」や「実抜計画策定セミナー」等の外部研修への行員派
遣実施。 

◆融資役席者の実力向上のための選抜研修開催。 

１．ライフサイクルに応じた取引先企業の支援の一層の強化 

① 事 業 再 生  

② 創 業・新 事 業 支 援  
 

③ 経 営 相 談  

④ 事 業 承 継  

◆宮崎県信用保証協会の創業・新事業制度融資を活用し、歯科医院や介護・通所施設事業所、理容・美容
業、和食店・ラーメン店等の開業資金ニーズ対応実施。 
◆知的財産権及び技術相談担当の当行顧問と営業店長等との同行訪問を実施。（96件のご相談に対
応） 
◆中小企業基盤整備機構と当行知財・技術相談担当顧問及び営業店の連携による経済産業省「新連携
事業」認定申請支援実施。（支援先は平成21年12月に認定取得） 

◆特殊技術を持つ取引先企業への(財)宮崎県産業支援財団のコーディネーター紹介による「みやざき
農商工連携応援ファンド」の助成認定手続支援実施。（支援先は平成22年5月に認定取得） 

◆FP担当者によるお取引先企業からのご相談対応実施。 

主な取組み結果 項　目 

◆農業従事者支援ローン「すくすく3000」の取扱い開始。（平成21年11月） 
◆売掛債権担保貸付や流動資産担保貸付（ＡＢＬ）の継続対応実施。 
◆コベナンツ活用型融資「宮崎太陽ビジネス・カードローン」の継続対応実施。 

２．事業価値を見極める融資手法をはじめ中小企業に適した資金供給手法の徹底 

①不動産担保･個人保証に過
度に依存しない融資の徹底 

②中小企業に適した資金供
給手法の徹底 

 

◆セーフティネット関連融資の継続対応実施。 
◆シンジケートローン10件の取組み実施。 
◆スコアリングモデルを活用した融資140件の取組み実施。 

主な取組み結果 項　目 

◆行員の地域情勢に関する知識の向上を図るため、宮崎県及び宮崎県商工会議所連合会から講師を招
き行内研修を開催。 
　・平成21年  4月　「宮崎県のブランド推進対策とこれからの課題」 
　・平成21年10月　「宮崎県中小企業家支援補助金の活用方法」 
◆宮崎大学の要請により、当行行員が金融業務に関して4回の講義を実施。 

３．地域の情報集積を活用した持続可能な地域経済への貢献 

①地域の面的再生 

②地域活性化につながる多
様なサービスの提供 

 

◆当行の窓口対応を中心とした利用者アンケートを実施。 
◆クレジット一体型ＩＣキャッシュカード「タイヨウパトナ」の取扱を開始。（平成21年10月） 
◆「資産運用相談会」11回、「資産づくりセミナー」11回開催（年間）。 

主な取組み結果 項　目 
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社会貢献活動～企業市民としての宮崎太陽銀行～ 

金融教育への参画 

環境問題への取組み 

新春講演会開催 

地域事業への協賛や行員ボランティアによる支援活動等 

国際視覚障がい者マラソン大会（①） 

1（写真／選手・伴走者受付） 

② 

① 

　平成17年度よりNPO法人大淀川流域ネットワーク主催の水質調査や川の標識
調査等の河川保護活動にボランティアとして参加しています。（写真／川の標識調査） 

③ 
　アカウミガメの産卵地である赤江浜（宮崎市）の清掃活動に、市民の皆さまと
ともに参加しています。 

２ 1

３ 

平成22年度実施期間：6月1日（火）～9月30日（木） 

　地域社会の文化向上に貢献するため、昭和49年以来毎年1月に各界の著名人を招いて「新春講演会」
を開催しております。平成22年1月16日（土）、女優・エッセイストの星野知子さんをお招きし、「世界を
旅して」をテーマにご講演いただきました。 

＜平成21年度の実施事例＞ 

●宮崎県立宮崎西高等学校「西高YUME講座2009」で当行行員が銀行の役割や銀行員という職業について説明しました。 
　（平成21年7月18日） 
●宮崎大学教育文化学部で当行行員が特別講座の臨時講師を務めました。　講義テーマ「起業と金融」（平成21年10月8日）ほか 
●都城市立妻ケ丘中学校の職場訪問を受入れ、お金や銀行の役割について説明しました。 
　（平成21年12月4日／あやめ原支店） 
●宮崎市立生目中学校の職場訪問を受入れ、お金や銀行の役割について説明しました。 
　（平成22年2月23日／大塚支店） 
●宮崎県立都城さくら聴覚支援学校の卒業予定者向けに、銀行の利用のしかたやＡＴＭの操作 
　方法についての説明を行いました。（平成22年3月4日／鷹尾支店） 
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画像提供：財団法人宮崎県立芸術劇場 

骨髄バンク啓発活動支援 
　血液難病に苦しむ方々の救済に寄与するため、平成21年10月、みやざき骨
髄バンク推進連絡会議の啓発活動支援に新たに取り組みました。 

「
わ
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動
〜
」・
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切
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献
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社
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献
活
動
 

「わが街を愛そう～ラヴリーマイタウン運動～」 

小さな親切運動（地元企業との連携による社会貢献） 

　地域の子供達の健やかな成長を願い、県内各地から選手が集うこの大会に
平成4年の第1回大会から協賛を続けています。当行行員もボランティアで、計
時係や進行係として大会運営に協力しています。 

　県下各地から1,000名以上の未就学児や小学生が集う宮崎県青少年自然
の家「わくわく自然の家まつり」に、平成4年から協賛しています。当行行員も
ボランティアで運営のお手伝いをしています。 

　いまや国内有数の音楽祭となり、地域の文化水準の向上に大きな役割を担う「宮崎国際音楽祭」へ平成8年の第１回開催から
毎年協賛を続けています。 

　宮崎県内の芸術文化の振興に貢献できる人材を育成することを目的に、美術家や美術家を志している人の海外留学を支援す
る「宮崎県美術海外留学賞」への協賛を平成17年度から実施しています。 
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8:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

8:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

8:00～18:00 9:00～18:00 9:00～18:00

9:00～18:00

※稼働時間は変更となる場合があります。予めご了承下さい。 
※最新の情報はホームページでご案内しております。 
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※稼働時間は変更となる場合があります。予めご了承下さい。 
※最新の情報はホームページでご案内しております。 

9:00～20:00

宮 崎 江 南 病 院  

9:00～19:00

9:00～20:00 9:00～19:00 9:00～19:00

イオンモールMiELL都城駅前 10:00～19:00 10:00～19:0010:00～22:00
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